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60

大
阪
市
教
員
会
館
が
、
由
緒
あ
る
法
円
坂
の

地
に
昭
和
28
年
に
創
設
さ
れ
て
か
ら
60
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
60
年
間
は
、
戦
後
の
復
興

期
か
ら
経
済
成
長
の
時
期
等
を
経
て
、
少
子
高

齢
化
、
国
際
化
に
象
徴
さ
れ
る
今
日
ま
で
、
著

し
く
変
貌
を
遂
げ
て
き
た
時
代
で
あ
り
ま
し
た

が
、
幾
多
の
紆
余
曲
折
を
乗
り
越
え
、
営
々
と

教
員
会
館
が
歩
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
も
、
ひ
と
え
に
大
阪
市
と
大
阪
市
教
育

委
員
会
な
ら
び
に
先
輩
教
職
員
、
そ
し
て
歴

代
の
役
員
の
皆
様
の
お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
教
員
会
館
の
「
建
設
趣
旨
」
は
下

段
記
載
の
と
お
り
で
、
誠
に
崇
高
な
精
神
が

揚
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
基
本
的
な
考

え
を
も
と
に
、
大
阪
市
教
育
委
員
会
の
ご
支

援
と
教
職
員
の
総
意
を
も
っ
て
建
設
さ
れ
た

教
員
会
館
は
、
一
貫
し
て
教
育
・
文
化
・
教

養
の
向
上
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
教
員
の

自
主
研
修
の
場
と
し
て
、
ま
た
教
職
員
の
生
活

基
盤
の
改
善
を
め
ざ
し
た
施
設
と
し
て
そ
の
機

能
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
間
、
い
く
つ
か
の
大
き
な
変

化
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
昭
和
58

年
に
新
し
い「
教
員
会
館（
現
・
パ
ル
法
円
坂
）」

が
建
設
さ
れ
て
30
周
年
、
平
成
22
年
度
か
ら
大

阪
市
教
育
青
年
セ
ン
タ
ー
の
供
用
廃
止
に
伴
う

「
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
」
の
営
業
開
始
か

ら
３
周
年
、
ま
た
一
般
財
団
法
人
へ
の
移
行
を

踏
ま
え
て
設
置
し
た
「
大
阪
市
民
教
育
研
究

所
」
開
設
１
周
年
を
、
合
わ
せ
て
の
記
念
行
事

と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
な
お
一
層
「
自
力
更
生
」

「
自
主
運
営
」
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
事
業
内
容
を
「
教
育
と
青
年
」「
歴
史

と
文
化
」「
健
康
と
緑
」「
共
生
社
会
の
実
現
」

の
観
点
か
ら
整
備
・
拡
充
を
図
り
、
利
用
対
象

者
も
、
教
職
員
は
も
と
よ
り
、
教
育
関
係
者
、

青
少
年
、
一
般
市
民
に
ま
で
広
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

60
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
先
達
の
英
知
と

勇
気
と
確
固
と
し
た
教
育
理
念
に
学
び
、
継
承

し
つ
つ
さ
ら
に
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
て
生

涯
学
習
体
系
に
寄
与
す
る
事
業
展
開
も
推
進
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
末
永
く
、
一
般
財
団
法
人
大
阪
市

教
員
会
館
の
運
営
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
各
周
年
記
念
式
典

開
催
に
当
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
ま
で
も
各
節
目
の
周
年
行
事
が
行

わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
教
員
会
館
の
歴
史

を
ま
と
め
た
も
の
は
見
当
た
ら
ず
、
今
回
編
集

担
当
者
に
よ
る
60
年
間
の
文
書
類
の
整
理
と
関

係
文
献
等
の
精
査
の
努
力
に
よ
り
本
冊
子
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
教
員
会
館
に
つ

い
て
認
識
を
新
た
に
す
る
資
料
と
し
て
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

大
阪
市
立
学
校
の
教
職
員
全
員
は
、
こ

の
責
任
と
使
命
達
成
の
た
め
、
教
員
相

互
の
施
設
の
実
現
を
永
年
に
亘
っ
て
熱

望
し
て
来
た
。
幸
い
大
阪
市
よ
り
共
同

研
究
の
助
成
金
交
付
以
来
、
大
阪
市
教

育
委
員
会
坂
東
教
育
長
以
下
事
務
局
の

好
意
あ
る
指
導
と
協
力
の
も
と
に
、
そ

の
実
現
方
に
つ
い
て
研
究
し
た
結
果
、

中
央
運
営
委
員
会
を
設
立
し
、
協
約
に

従
っ
て
昭
和
二
十
五
年
度
よ
り
そ
の
半

額
を
醵
出
し
て
積
立
て
市
内
教
職
員
の

た
め
、
共
同
研
究
と
福
祉
厚
生
を
目
的

と
し
た
教
員
会
館
を
建
設
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
永
年
の
宿
望
の
達
成
を
期
し
た

の
で
あ
る
。
大
阪
市
東
区
法
円
坂
町
六

番
地
の
敷
地
に
昭
和
二
十
七
年
七
月
一

日
の
起
工
式
を
挙
行
以
来
、
教
職
員
一

致
協
力
の
も
と
幾
多
の
固
難
な
条
件
を

克
服
し
て
、
去
る
四
月
三
十
日
を
以
て

竣
工
し
た
。
而
し
て
本
大
阪
市
教
員
会

館
は
、
前
述
の
設
立
趣
旨
に
鑑
み
財
団

法
人
と
し
て
発
足
し
教
職
員
自
体
の
も

の
と
し
て
維
持
さ
れ
、
經
営
さ
れ
る
事

に
な
る
の
で
あ
る
。
今
後
教
員
の
共
同

研
究
施
設
並
び
に
福
祉
厚
生
施
設
と
し

て
の
教
員
会
館
が
着
実
な
発
展
を
遂
げ

る
こ
と
を
念
願
し
、
こ
こ
に
建
設
趣
旨

を
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。

 

昭
和
二
十
八
年
五
月
七
日

 

大
阪
市
立
学
校
共
同
研
究
中
央
運
営
委
員
会

戦
争
の
勃
発
と
敗
戦
は
教
育
の
敗
北

　国
家
百
年
の
大
計
の
た
め
教
育
充
実
に
全
力
を

一
般
財
団
法
人 

大
阪
市
教
員
会
館

建
設
趣
旨

　

年
の
歩
み
を
継
承
し
、

６０

教
育
・
文
化
・
教
養
の
向
上
・
生
涯
学
習
の
推
進
を

終
戦
後
の
混
乱
し
た
社
会
秩
序
は
時
日
の
経

過
と
共
に
漸
次
平
静
と
な
り
、
特
に
昭
和
二
十
七

年
四
月
、
講
和
条
約
を
締
結
し
て
独
立
し
た
事

を
契
機
と
し
て
日
本
再
建
の
標
傍
で
あ
る
文
化

国
家
へ
の
道
が
実
質
的
に
開
か
れ
、
現
在
国
民

の
協
力
の
も
と
に
着
々
と
歩
み
を
続
け
て
い
る

の
で
あ
る
。
文
化
国
家
建
設
の
基
礎
は
一
に
か

つ
て
教
育
の
振
興
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
太
平

洋
戦
争
の
勃
発
と
敗
戦
は
、
教
育
の
敗
北
で
あ

り
、
教
員
の
萎
縮
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
国
家
百

年
の
大
計
の
た
め
今
こ
そ
教
育
の
充
実
に
全
力

を
そ
ゝ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に

お
い
て
教
員
が
各
自
の
教
養
を
図
り
研
究
を
進

め
教
育
に
挺
進
す
る
こ
と
が
、
祖
国
日
本
を
平

和
と
文
化
の
理
想
郷
に
育
て
あ
げ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

旧教員会館（昭和28年当時のパンフレットより）

理
事
長　

田
中　

孝
治

（ 1）大阪市教員会館の 60年
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昭
和
22
年

大
阪
市
立
学
校
共
同
研
究
費
予
算
化

昭
和
25
年
4
月
1
日

大
阪
市
立
学
校
共
同
研
究
中
央
拠

出
金
（
1
人
月
額
１
５
０
円
）
積

立
開
始

昭
和
26
年
3
月
16
日

市
教
委
と
市
内
5
教
組
協
議
会　

大
阪
市
立
学
校
共
同
研
究
中
央
運

営
委
員
会
設
置
の
協
約

8
月
16
日

大
阪
市
立
学
校
共
同
研
究
中
央
運

営
委
員
会
に
於
い
て
教
員
会
館
建

設
を
議
決

昭
和
27
年
7
月
4
日

大
阪
市
は
大
阪
市
立
学
校
共
同
研

究
中
央
運
営
委
員
会
に
大
阪
市
有

土
地
・
東
区
法
圓
坂
町
（
元
被
服

廠
跡
）
6
番
地
の
3
、
地
積
二
、

〇
〇
〇
坪
の
払
下
げ
を
決
定　

同

日
、
大
阪
市
教
員
会
館
建
設
に
着
工

昭
和
28
年
1
月
30
日

大
阪
市
立
学
校
共
同
研
究
中
央
運

営
委
員
会
は
、
財
団
法
人
設
立
を

満
場
一
致
で
議
決

2
月
1
日

大
阪
市
立
学
校
共
同
研
究
中
央
運

営
委
員
会
規
定
を
制
定

4
月
30
日

大
阪
市
立
学
校
共
同
研
究
中
央
運

営
委
員
会
は
財
団
法
人
大
阪
市
教

員
会
館
へ
土
地
・
建
物
・
基
本
金

（
10
万
円
）
を
寄
附
、
府
教
委
へ

財
団
設
立
を
申
請

6
月
1
日

大
阪
市
教
員
会
館
、
大
阪
府
教
委

指
令
第
４
７
５
号
に
よ
り
財
団
法

人
の
認
可
を
受
け
事
業
開
始

昭
和
29
年
7
月

教
員
会
館
購
買
部
（
学
校
生
協
の

前
身
）
開
設

昭
和
30
年
12
月
14
日

別
館 

高
津
（
た
か
つ
）
荘
・
豊
明

殿
落
成
、
事
業
開
始

昭
和
32
年
4
月
1
日

大
阪
市
立
学
校
共
同
研
究
中
央
拠

出
金
（
1
人
１
０
０
円
）
積
立
継

続
を
決
議

昭
和
33
年
2
月
25
日

大
阪
市
学
校
生
活
協
同
組
合
設
立

6
月
2
日

財
団
法
人
大
阪
市
教
員
会
館
創
設

5
周
年
記
念
式
典
挙
行

昭
和
35
年
11
月
1
日

大
阪
市
教
育
公
務
員
弘
済
会
設
立

昭
和
38
年
7
月
1
日

財
団
法
人
大
阪
市
教
員
会
館
創
設

10
周
年
記
念
式
典
挙
行

昭
和
40
年
6
月
10
日

大
阪
市
学
校
用
品
株
式
会
社
設
立

昭
和
42
年
1
月
26
日

大
阪
市
教
職
員
厚
生
会
設
立

6
月
6
日

大
阪
市
と
提
携
、
教
育
青
年
セ
ン

タ
ー
の
建
設
と
会
館
の
一
体
運
営

を
決
定

大
阪
市
教
員
会
館
の
所
有
す
る
パ
ル
法
円
坂

と
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
は
、
上
町
台
地
の

大
変
由
緒
の
あ
る
土
地
柄
の
上
に
建
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
法
円
坂
の
名
前
の
由
来
に
は
2
説
あ

り
、
真
宗
西
本
願
寺
派
の
浄
照
坊
の
開
祖
・

大
阪
市
教
員
会
館
は
、
教
職
員
の
自
主
的
研

修
、
福
利
・
厚
生
の
殿
堂
と
し
て
誕
生
以
来
、

本
年
6
月
1
日
を
以
て
60
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
4
月
に
は
新
た
な
非
営
利
法

人
・
一
般
財
団
法
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
パ
ル
法
円
坂
と
し
て
開
館
30
周
年
、

ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
と
し
て
開
業
3
周

年
、
大
阪
市
民
教
育
研
究
所
開
設
1
周
年
を
そ

れ
ぞ
れ
が
迎
え
る
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
財
団
の
歩
ん
で
き
た
道
を
振
り
返
る

た
め
に
、
大
阪
市
教
員
会
館
の
60
年
と
題
し

て
、
往
時
の
写
真
を
中
心
に
小
冊
子
に
ま
と

め
ま
し
た
。

法
円
の
邸
宅
が

こ
の
地
に
あ
っ

た
と
い
う
も
の

と
、
慶
長
期
に

あ
っ
た
法
安
寺

の
転
訛
に
よ
る

も
の
（『
続
東
区

史
』
別
巻
）
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

縄
文
・
弥
生
の
時
代
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、

飛
鳥
・
奈
良
・
平
安
時
代
に
は
、
こ
の
辺
り
一

帯
が
当
時
の
政
治
、
行
政
の
中
心
・
難
波
宮
で

あ
っ
た
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
パ
ル
法
円
坂
の
建
設
時
の
発
掘
で
当
館
一

帯
に
「
東
方
官
衙
（
役
所
）」
が
広
が
っ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に

最
近
の
発
掘
の
成
果
と
し
て
、
当
館
近
く
は
7

世
紀
の
女
帝
・
孝
謙
天
皇
の
「
東
南
新
宮
（
天

皇
の
住
居
）」
に
当
た
る
可
能
性
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
（
文
化
財
研
究
所
資
料
Ｎ
Ｗ

12-

6
次
Ｈ
25.

1 .

20
）。
ち
ょ
う
ど
ア
ネ

ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
の
真
上
を
含
ん
だ
一
帯
に

当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
難
波
宮
中
心
部
の
東
方
、
パ
ル
法
円

坂
の
東
側
の
隣
地
・
旧
国
立
衛
生
研
究
所
跡
か

ら
は
、
飛
鳥
時
代
の
大
型
建
物
跡
が
発
見
さ

れ
、
中
国
や
韓
国
な
ど
当
時
の
国
際
的
な
交
流

で
も
利
用
さ
れ
た
古
の
宴
会
場
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

時
代
は
下
り
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

石
山
本
願
寺
を
経
て
、
大
坂
城
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
大
阪
冬
の
陣
、
夏
の
陣
を
境
に
豊
臣
時

代
の
大
坂
城
、
徳
川
時
代
の
大
坂
城
に
分
け
ら

れ
ま
す
が
、
豊
臣
時
代
の
大
坂
城
で
は
当
館
は

大
坂
城
三
の
丸
に
あ
た
り
、
徳
川
期
の
大
坂
城

で
は
当
館
は
武
家
屋
敷
の
跡
に
な
り
ま
す
。

時
代
は
さ
ら
に
下
り
ま
す
。
明
治
維
新
を
迎

え
、
明
治
は
36
年
、
大
阪
に
陸
軍
被
服
廠
の
支

廠
が
設
置
（
勅
令
１
３
３
号
）
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
す
。
明
治
37
年
2
月
の
日
露
戦
争
に

お
け
る
軍
用
被
服
の
需
要
の
増
大
な
ど
を
背
景

に
、
被
服
支
廠
は
大
林
組
の
施
工
に
よ
り
明
治

38
年
3
月
竣
工
（『
大
林
組
１
２
０
年
史
』）
し

ま
す
。
さ
ら
に
明
治
41
年
「
大
阪
陸
軍
被
服
支

廠
」
と
改
称
（
勅
令
23
号
）
さ
れ
、
大
正
の
時

代
を
経
て
昭
和
20
年
6
月
7
日
、
第
2
次
大
阪

立
地
場
所
・

　

 

法
円
坂
の
歴
史

孝謙天皇の「東南新宮」説も

難波宮　古の宴会場（饗応施設の復元図）
大阪市教育委員会　植木　久 氏　画

豊臣期の大坂城
（江浦2005を改変「発掘された
大阪2007」、大阪府立弥生文
化博物館）

徳川期の大坂城
（新撰増補摂州大坂大絵図、大阪
歴史博物館蔵）

大
阪
市
教
員
会
館
の　

年
６０

広大な陸軍被服支廠
（古地図（昭和10年大大阪市街地図）から大阪城
  から第八連隊・被服支廠部分を拡大しました。）

（ 2）大阪市教員会館の 60年



昭
和
43
年
6
月
6
日

教
員
会
館
、
大
阪
市
に
教
育
青
年

セ
ン
タ
ー
敷
地
を
無
償
貸
与

昭
和
46
年
7
月
1
日

大
阪
市
教
育
青
年
セ
ン
タ
ー
（
中

央
青
年
セ
ン
タ
ー
・
教
育
会
館
）

完
成

昭
和
55
年
8
月
31
日

大
阪
市
教
員
会
館
・
別
荘
高
津

荘
・
豊
明
殿
の
事
業
閉
鎖
、
財
団

法
人
の
事
業
は
継
続

9
月
10
日

会
館
建
て
替
え
（
等
価
交
換
信
託
方

式
）
に
よ
る
新
会
館
建
設
を
決
定

昭
和
57
年
7
月
9
日

等
価
交
換
信
託
方
式
に
よ
る
契
約

完
了

昭
和
58
年
2
月
12
日

新
会
館
建
設
地
鎮
祭
並
び
に
披
露

祝
賀
会
挙
行

3
月
1
日

新
会
館
建
設
に
着
工

10
月
17
日

大
阪
市
教
職
員
退
職
者
会
結
成

昭
和
59
年
3
月
6
日

等
価
交
換
信
託
方
式
完
了
、
新
会

館
引
き
渡
し
式

3
月
30
日

新
会
館
（
大
阪
市
教
職
員
法
円
坂

会
館
）
落
成
記
念
式
典
、
財
団
法

人
大
阪
市
教
員
会
館
創
設
30
周
年

記
念
式
典
挙
行

4
月
15
日

大
阪
市
教
職
員
法
円
坂
会
館
事
業

開
始
、
神
式
結
婚
式
場
「
豊
明

殿
」
開
設

昭
和
60
年
10
月
1
日

仏
式
結
婚
式
場
開
設

昭
和
61
年
4
月

七
日
会
発
足

昭
和
62
年
4
月

法
企
研
発
足

平
成
元
年
1
月
21
日

財
団
法
人
大
阪
市
教
員
会
館
創
設

35
周
年
・
法
円
坂
会
館
開
館
5
周

年
記
念
式
典
挙
行

平
成
4
年
4
月
1
日

厚
生
会
の
一
般
事
業
を
教
員
会
館

受
託

平
成
5
年
7
月
9
日

財
団
法
人
大
阪
市
教
員
会
館
創
設

40
周
年
・
法
円
坂
会
館
開
館
10
周

年
記
念
式
典
挙
行

10
月
1
日

愛
称
を
「
パ
ル
法
円
坂
」
に
改
称

平
成
8
年
9
月
1
日

パ
ル
法
円
坂
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

実
施

平
成
10
年
6
月
1
日

財
団
法
人
大
阪
市
教
員
会
館
創
設

45
周
年
・
パ
ル
法
円
坂
開
設
15
周

年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
挙
行

平
成
11
年
6
月
30
日

七
日
会
・
法
企
研
の
名
称
を
大
阪

市
教
職
員
福
利
団
体
協
議
会
、
同

幹
事
会
と
改
称

以
下
当
時
の
写
真
解
説　

大
阪
城
東
北
の
上
空
１
５
０
メ

ー
ト
ル
よ
り
の
航
空
写
真
で
豊
太
閤
の
偉
業
を
一
望
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
天
正
十
一
年
起
工
、
同
十
四
年
竣
工
、
僅
か

三
年
で
築
造
し
た
も
の
だ
が
時
代
の
変
遷
と
共
に
広
々
構
造

を
異
に
し
徳
川
末
期
に
は
本
丸
（
附
山
里
丸
）、
二
の
丸
、

三
の
丸
の
三
大
曲
輪
を
以
っ
て
な
る
総
坪
数
約
三
十
万
余
坪

（
今
日
も
之
と
大
差
が
な
い
）
三
者
は
幅
三
十
間
乃
至
六
十

間
の
濠
を
以
っ
て
隔
て
ら
れ
石
垣
の
高
さ
は
本
丸
の
東
手
で

十
三
間
、
二
の
丸
の
南
手
で
十
二
間
、
三
の
丸
の
北
手
で

三
間
で
あ
る
。
写
真
の
中
央
が
本
丸
で
今
は
第
四
師
団
司
令

部
、
濠
を
隔
て
て
二
の
丸
、
外
濠
の
右
手
の
橋
が
京
橋
口
、

白
亜
の
高
層
建
築
が
府
庁
、
左
へ
順
に
旅
団
司
令
部
、
車
重

大
隊
、
歩
兵
連
隊
で
こ
の
兵
営
の
あ
る
一
帯
の
地
域
が
豊
臣
秀

吉
時
代
の
三
の
丸
の
一
部
で
あ
る
。
天
守
閣
は
寛
文
年
間
に
焼

失
し
た
が
最
近
大
阪
市
で
は
百
万
円
を
投
じ
て
再
建
し
よ
う
と

計
画
し
て
い
る
。

戦
中
、
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
い
よ
い
よ

教
員
会
館
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。
昭
和
27
年

7
月
4
日
、
教
員
会
館
と
一
体
の
大
阪
市
立
学

校
共
同
研
究
中
央
運
営
委
員
会
に
、
大
阪
市
の

所
有
と
な
っ
て
い
た
旧
被
服
支
廠
跡
地
が
払
い

下
げ
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
旧
被
服
廠
支
跡
地
が

払
い
下
げ
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
（
当

時
の
逓
信
省
、
電
気
通
信
省
、
日
本
電
信
電
話
公

社
）、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
（
当
時
の
大
蔵
省
）、
今
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
旧
国
立
衛
生
研
究
所
（
当
時

の
厚
生
省
）
な
ど
の
国
の
施
設
や
、
旧
東
職
業
安

定
所
、
さ
ら
に
旧
大
手
前
社
会
保
険
事
務
所
（
現

在
大
阪
府
監
察
医
事
務
所
）、
旧
大
阪
府
立
青
少

年
会
館
、
旧
大
阪
市
住
宅
供
給
公
社
住
宅
、
旧
大

阪
府
農
林
会
館
な
ど
、
府
・
市
の
施
設
が
ず
ら
り

と
名
を
連
ね
ま

す
。昭

和
28
年
6

月
1
日
、
真
新

し
い
建
物
が
落

成
し
、
財
団
法

人
大
阪
市
教
員

会
館
が
設
立
さ

れ
ま
す
。
教
員

会
館
落
成
・
開

館
に
あ
た
り「
太

平
洋
戦
争
の

勃
興
と
敗
戦

は
、
教
育
の

敗
北
で
あ

り
、
教
員
の

委
縮
に
あ
る

と
い
わ
れ
、

国
家
百
年
の

大
計
の
た
め

今
こ
そ
教
育

の
充
実
に
全

力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
祖
国
日
本

を
平
和
と
文
化
の
理
想
郷
に
」
と
高
ら
か
に
建

設
趣
旨
を
謳
っ
て
い
ま
す
。
建
設
資
金
は
、
当

時
の
大
阪
市
の
教
員
が
共
同
研
究
費
を
積
み
立

て
捻
出
し
ま
し
た
。
少
し
詳
し
く
記
述
し
て
お

き
ま
す
と
、
昭
和
22
年
か
ら
24
年
に
、
大
阪
市

は
教
員
に
共
同
研
究
費
月
額
１
０
０
円
を
支
給

し
ま
す
。
昭
和
25
年
か
ら
こ
れ
が
３
０
０
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
支
給
額
の
半
額
が
共
同
研
究

中
央
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
共
同
し
て
執
行

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
3
年
間
で
、

教
員
会
館
の
建
設
資
金
が
積
み
立
て
ら
れ
た
の
で

す
。
さ
ら
に
、
昭
和
29
年
に
こ
の
額
が
４
０
０
円

（
拠
出
金
は
４
分
の
１
、１
０
０
円
に
）
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
平
成
16
年
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
こ
の

額
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
ま
す
。
戦
後
間
も
な
く
の

共
同
研
究
費
１
０
０
円
は
大
変
大
き
な
金
額
で
す

が
、
授
業
を
軍
服
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ほ
ど
物
資
は

不
足
し
て
お

り
、「
図
書
、

授
業
服
な
ど

教
員
の
資
質

向
上
」
を
と

の
願
い
が
、

こ
の
研
究
費

に
込
め
ら
れ

て
い
た
の
で

す
。
こ
の
よ

教
員
会
館
の
歴
史

 

（
旧
教
員
会
館
・
高
津
荘
）

大阪城航空写真 昭和4年（1929年）頃
（天守閣はまだありません。陸軍第八連隊
兵舎、被服支廠は左上部にあります。「日
本古写真データベース」より引用）

建設中の旧教員会館

旧大阪市教員会館正面入口
（旧教員会館を背景に設立時の役員）

旧教員会館のロビー
（当時としてはとてもモダンな会館でした。）

空
襲
に
て
ほ
ぼ
全
焼
す
る
ま
で
、
陸
軍
第
八
連

隊
と
と
も
に
、
大
阪
鎮
台
・
第
四
師
団
司
令

部
・
大
阪
城
（
現
在
の
大
阪
城
は
昭
和
6
年
建

設
）
の
南
方
の
広
大
な
一
角
を
占
有
し
て
い
ま

し
た
。

昭
和
10
年
発
行
の
大
大
阪
市
街
地
図
を
見
て

く
だ
さ
い
。
当
館
は
被
服
支
廠
の
一
部
に
建
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
当
時
は
中

央
大
通
り
も
な
く
、
実
に
広
大
な
面
積
の
敷
地

が
被
服
支
廠
と
陸
軍
第
八
連
隊
で
し
た
。
被
服

支
廠
で
２
６
０
０
０
坪
、
被
服
倉
庫
を
合
わ
せ

て
３
１
０
０
０
坪
も
の
広
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
旧
大
阪

府
立
青
少
年
会
館
も
被
服
支
廠
の
倉
庫
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
お
、
使
用
し
た
地

図
は
昭
和
10
年
の
も
の
で
す
が
、
軍
事
機
密
上

の
必
要
か
ら
昭
和
15
年
に
は
日
本
統
制
地
図
株

式
会
社
、
昭
和
19
年
に
は
日
本
地
図
株
式
会
社

と
地
図
の
発
行
は
統
制
さ
れ
、
こ
の
時
期
か
ら

は
、
第
四
師
団
司
令
部
や
被
服
支
廠
を
含
め
軍

関
係
の
施
設
は
地
図
上
か
ら
消
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
の
地
図

か
ら
は
当
然
、
軍
関
係
の
施
設
は
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
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9
月
1
日

チ
ャ
ペ
ル
「
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
・
ク

ロ
ス
」
を
新
設

平
成
13
年
9
月
1
日

バ
ン
ケ
ッ
ト
を
改
修

平
成
14
年
4
月
1
日

結
婚
式
場
等
運
営
を
委
託
体
制
に

切
り
替
え

9
月
1
日

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ロ
ビ
ー
等
を
イ

タ
リ
ア
ン
テ
イ
ス
ト
に
全
面
改
修

平
成
15
年
1
月
10
日

財
団
法
人
大
阪
市
教
員
会
館
50
周

年
記
念
・
パ
ル
法
円
坂
開
館
20
周

年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
挙
行

平
成
16
年
12
月
19
日

大
阪
市
福
利
厚
生
制
度
等
改
革
委

員
会
が
設
置

平
成
17
年
1
月
25
日

「
研
究
費
で
結
婚
式
場
運
営
」
報
道

3
月
17
日

住
民
監
査
請
求

5
月
16
日

住
民
監
査
請
求
結
果

6
月
1
日

バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

工
事
実
施

6
月
15
日

「
共
研
裁
判
」
訴
状
提
出

11
月
29
日

大
阪
市
教
員
会
館
基
金
設
立

平
成
18
年
6
月
12
日

共
同
研
究
中
央
運
営
委
員
会
解
散

を
決
議
（
実
質
的
な
運
営
は
平
成

16
年
度
ま
で
）

12
月
7
日

教
職
員
厚
生
会
解
散
を
決
議
（
実
質

的
な
運
営
は
平
成
16
年
度
ま
で
）

平
成
20
年
1
月
16
日

「
共
研
裁
判
」
判
決　

「
婚
礼
・

宴
会
事
業
等
に
対
す
る
補
助
の
実

質
を
有
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な

い
」
「
教
員
会
館
以
外
に
は
教
職

員
の
自
主
的
研
修
等
の
拠
点
は
な

い
」
と
全
面
勝
訴
（
大
阪
地
裁
）

1
月
30
日

「
共
研
裁
判
」
原
告
が
控
訴

3
月
7
日

財
団
法
人
大
阪
市
教
員
会
館
創
設

55
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
挙
行

平
成
21
年
4
月
13
日

「
共
研
裁
判
」
勝
利
的
和
解
（
大

阪
高
裁
）

平
成
22
年
4
月
1
日

教
育
青
年
セ
ン
タ
ー
供
用
廃
止
、

ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
（
大
阪

市
教
員
会
館
）
開
業

6
月
1
日

ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
（
大
阪

市
教
育
会
館
）
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
記
念
パ
ー
テ
ィ
挙
行

平
成
23
年
7
月
15
日

ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
（
大
阪

市
教
育
会
館
）
落
成
40
周
年
記
念

パ
ー
テ
ィ
挙
行

平
成
24
年
8
月
27
日

大
阪
市
民
教
育
研
究
所
を
開
設

平
成
25
年
4
月
1
日

一
般
財
団
法
人
大
阪
市
教
員
会
館

に
移
行

話
は
前
後
し
ま
す
が
、
昭
和
43
年
6
月
6

日
、
教
員
会
館
は
大
阪
市
に
敷
地
を
無
償
貸
与

し
、
教
育
青
年
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
こ
ろ
、
難
波
宮
遺
跡
を
保
護
す
る
運

動
が
高
ま
り
、
昭
和
40
年
に
は
大
阪
府
立
第
二

整
肢
学
院
、
昭
和
41
年
、
阪
神
高
速
道
路
東
大

阪
線
、
そ
し
て
昭
和
43
年
の
教
育
青
年
セ
ン
タ

ー
な
ど
、
相
次
ぐ
建
設
遺
構
の
保
存
が
大
き
な

問
題
と
な
り
ま
す
。
特
に
教
育
青
年
セ
ン
タ
ー

建
設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
44
年
「
工
事
差
し
止

め
」
を
求
め
て
、
住
民
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
11

年
を
経
て
原
告
と
和
解
に
至
り
、「
難
波
宮
跡

を
は
じ
め
文
化
財
の
保
存
と
顕
彰
に
最
善
の
努

力
を
払
う
」
等
の
和
解
条
項
で
大
阪
市
と
が
合

意
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
当
館
も
民
間
団
体
で

う
に
、「
自

主
独
立
、

自
力
更

生
」
の
精

神
で
建
設

さ
れ
た
大

阪
市
教
員

会
館
は
当

時
、
全
国

の
教
職
員

か
ら
注
目

さ
れ
、
視
察
団
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

教
員
会
館
設
立
の
昭
和
28
年
は
、
日
本
初
の

テ
レ
ビ
本
放
送
が
開
始
さ
れ
（
2
月
）
ケ
ネ
デ

ィ
ー
・
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
の
結
婚
（
9
月
）
が
大

き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
力
道
山
が

大
活
躍
し
て
い
た
、
そ
ん
な
戦
後
復
興
の
活
気

み
な
ぎ
る
時
代
で
し
た
。

昭
和
30
年
12
月
14
日
、
教
員
会
館
は
木
造
の

結
婚
式
場
・
別
館
高
津
荘
を
建
設
し
、
結
婚
式

事
業
を
開
始
し
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
ま
だ
家

で
祝
言
を
挙

げ
る
の
が
普

通
と
い
う
時

代
の
中
、
戦

後
、
地
方
か
ら

採
用
さ
れ
た

教
職
員
が
、
住

宅
事
情
か
ら

結
婚
式
を
挙

げ
る
こ
と
が

で
き
な
い
と

い
う
切
実
な

背
景
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の

中
で
の
公
共

会
館
で
の
結

婚
式
場
で
す

か
ら
、
高
い

需
要
に
支
え

ら
れ
活
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
大
阪
市
立
労

働
会
館
（
現
在
大
阪
市
児
童
相
談
所
）、
大
阪

府
立
農
林
会
館
（
閉
館
）、
国
家
公
務
員
共
済

会
館
（
現
在
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
）、
大
阪
府

警
察
の
城
南
会
館
（
閉
館
、
現
在
難
波
宮
跡
公

園
の
一
部
）
が
同
じ
よ
う
に
結
婚
式
事
業
を
始

め
、
高
津
荘
も
夏
休
み
中
の
大
安
な
ど
は
平
日

で
も
盛
況
で
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
39
年
に
は
年

間
１
１
２
７
組
も
の
結
婚
式
を
行
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、
昭
和
30
年
ご
ろ
の
結
婚
式

の
料
金
表
を
載
せ
て
お
き
ま
す
。
パ
ー
マ
ネ
ン

ト
、
洋
髪

な
ど
の
言

葉
に
時
代

を
感
じ
る

こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、

教
員
会
館

に
は
昭
和

47
年
、
３
，

４
階
に
大

阪
市
情
報

処
理
教
育

セ
ン
タ
ー

が
入
居
、
2
階
に
大
阪
市
教
育
研
究
所
分
室
（
養

護
教
育
セ
ン
タ
ー
）
が
入
居
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
昭
和
46
年
に
建
設
さ
れ
た
大
阪
市
教
育
青

年
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
た
大
阪
市
教
育
研
究
所

（
両
者
と
も
現
在
大
阪
市
教
育
セ
ン
タ
ー
に
統

合
）
と
と
も
に
、
大
阪
市
の
教
育
研
究
の
重

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

結婚式場「豊明殿」
（当時の大阪市教員会館別館・結婚式場
「豊明殿」のパンフレット）

教育青年センターが落成
（大阪市立中央青年センター・
大阪市教育会館）の落成記念パ
ンフレット

中馬市長が祝辞
（教育青年センター落成で祝辞
を寄せる中馬市長（当時））

旧高津荘の中庭の写真
（木造の高津荘には立派な中庭がありま
した。）

旧教員会館の玄関
（大阪市情報処理教育センターが入居して
いた時期の教員会館玄関。昭和47年以降）

共同研究中央運営委員会と教員会館の配布資料
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児
童
生
徒
作
品
展
の

歩
み

昭
和
34
年
2
月
19
日

第
1
回
小
学
校
児
童
画
展
を
開
催

昭
和
35
年
12
月
14
日

第
1
回
中
学
校
生
徒
美
術
展
覧
会

を
開
催

こ
の
展
覧
会
以
降
、
小
中
合
同
で

作
品
展
を
開
催

平
成
10
年
7
月
25
日

上
海
教
育
会
堂
と
大
阪
市
教
員
会

館
が
友
好
姉
妹
会
館
協
定
を
締
結

平
成
11
年
2
月
21
日

第
41
回
小
学
校
児
童
、
第
39
回
中

学
校
生
徒
作
品
展
に
あ
わ
せ
上
海

児
童
絵
画
作
品
10
点
を
展
示
（
第

1
回
日
中
児
童
絵
画
作
品
展
）

平
成
17
年
2
月
20
日

第
47
回
小
学
校
児
童
、
第
45
回
中

学
校
生
徒
作
品
展
、
第
7
回
日
中

児
童
絵
画
作
品
展
を
困
難
の
中
実

施
、
昭
和
60
年
よ
り
小
中
作
品
展

と
合
同
で
開
催
さ
れ
て
き
た
教
職

員
美
術
展
は
こ
の
52
回
を
も
っ
て

休
止
に
い
た
る

平
成
18
年
3
月
5
日

第
48
回
小
学
校
児
童
、
第
46
回
中

学
校
生
徒
作
品
展
、
第
8
回
日
中

児
童
絵
画
作
品
展
を
開
催
、
困
難

の
中
、
小
・
中
作
品
展
に
つ
い
て

展
示
期
間
を
延
長
し
、
規
模
を
縮

小
し
実
施

平
成
20
年
3
月
2
日

第
50
回
小
学
校
児
童
、
第
48
回
中

学
校
生
徒
作
品
展
、
第
10
回
日
中

児
童
絵
画
作
品
展
を
開
催

平
成
22
年
2
月
28
日

第
52
回
小
学
校
児
童
、
第
50
回
中

学
校
生
徒
作
品
展
、
第
12
回
日
中

児
童
絵
画
作
品
展
を
開
催

8
月
27
日v

平
成
24
年
2
月
17
日

日
中
国

民
交
流

友
好
年

認
定
行

事
と
し

て
第
54

回
小
学

校

児

童
・
第

52
回
中

学
校
生

徒
、
第

14
回
日

中
児
童
作
品
展
を
開
催

第
4
回
三
国
（
日
中
露
）
六
地
（
大

阪
・
上
海
・
重
慶
・
内
蒙
古
・
チ
タ
・

ウ
ラ
ン

ウ
デ
）

展
覧
会

を
大
阪

で
開
催

難波宮を発掘
（新会館建設の
為、難波宮遺
跡を発掘調査
しました。）

時
代
は
バ
ブ
ル
景
気
前
夜
の
昭
和
55
年
8
月

31
日
、
教
員
会
館
は
昭
和
28
年
落
成
の
旧
教
員

会
館
と
昭
和
30
年
落
成
の
別
館
高
津
荘
の
閉
鎖

を
決
め
ま
す
。
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
要
因
が

積
み
重
な
り
、
多
額
の
赤
字
経
営
と
な
っ
て
い

た
の
で
す
。
大
変
厳
し
い
議
論
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、「
高
津
荘
閉
鎖
、
全
職
員
退
職
（
解
雇
）」
と

い
う
苦
渋
の
決
断
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
「
新

し
い
研
究
と
憩
い
の
殿
堂
建
設
を
」（
共
同
研
究

中
央
運
営
委
員
会
）、「
自
力
更
生　
再
建
の
方
針　

採
算
の
と
れ
る
新
館
建
設
を
」（
教
員
会
館
）
と

新
会
館
建
設
に
向
け
て
、歩
み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
新
会
館
建
設
の
た
め
、
教
員
会
館
の

下
に
眠
る
難
波
宮
遺
跡
を
発
掘
調
査
し
、
現
在
の

パ
ル
法
円
坂
の
建
設
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
59
年
3
月
30
日
、
待
望
の
新
会
館
・
法

円
坂
会
館
が
落
成
し
ま
す
。
平
成
5
年
に
は
落

成
10
周
年
を
記
念
し
て
愛
称
が
募
集
さ
れ
、
現

在
の
「
パ
ル
法
円
坂
」
に
改
称
さ
れ
ま
す
。
た

だ
残
念
な
こ
と
に
、
旧
高
津
荘
職
員
の
退
職
金

捻
出
と
新
会
館
建
設
の
た
め
「
等
価
交
換
方

式
」
と
い
う
形
で
、
旧
教
員
会
館
と
高
津
荘
の

敷
地
約
１
０
０
０
坪
の
3
分
の
2
を
事
実
上
失

う
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
多
く
の
犠

牲
の
上
に
新
会
館
は
建
設
さ
れ
た
の
で
す
。

パ
ル
法
円
坂
は
、
幾
多
の
困
難
に
直
面
し
な

が
ら
運
営
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
11

年
9
月
に
は
チ
ャ
ペ
ル
「
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
ク
ロ

ス
」
が
新
設
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
神
殿
「
豊
明

殿
」
の
神
式
結
婚
式
な
ど
に
加
え
、
教
会
式
の

結
婚
式
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
圧

倒
的
多
数
の
方
が
、
教
会
式
で
挙
式
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
14
年
9
月
に
は
パ
ル

法
円
坂
を
全
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
イ
タ
リ
ア

ン
テ
イ
ス
ト
に
改
修
し
ま
し
た
。
現
在
の
、
全

館
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
斬
新
な
ス
タ
イ
ル
が

パ
ル
法
円
坂
と

  

ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂

閉館直前の教員会館
（手前から、国立衛生研究所、中間が教
員会館、後が教育青年センター、『続中
央区史』第1巻、昭和55年発行より）

▶新しい会館が落成
（昭和59年、落成し
た法円坂会館の外
観）

▼法円坂会館のロ
ビー

（ロビーには鶴のシ
ャンデリアがありま
した。）

▲平成5年、愛称募集のパ
ンフレット
（パル法円坂は愛称募集で決
まりました。）

▶法円坂会館の披露宴会場、
白鳳
（天平・白鳳・弥生の間の三つの
会場がありました。）

新会館を建設
（新会館・法円
坂会館を建設
中の写真）

あ
り
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
可
能
な
限
り
難
波

宮
の
顕
彰
に
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、

昭
和
46
年
7
月
1
日
、
大
阪
市
教
育
青
年
セ
ン
タ

ー
（
中
央
青
年
セ
ン
タ
ー
・
教
育
会
館
）
が
落
成

し
ま
す
。
大
阪
の
教
育
と
青
年
の
た
め
に
と
い

う
、
教
員
会
館
と
大
阪
市
、
大
阪
市
教
育
委
員
会

一
体
と
な
っ
た
願
い
が
結
実
し
た
の
で
す
。

三国六地展覧会で大阪市役所を表敬訪問
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成
22
年
4
月
、
残
念
な
こ
と
で
し
た

が
大
阪
市
教
育
青
年
セ
ン
タ
ー
の
供

用
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

受
け
、ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂（
大

阪
市
教
育
会
館
）
が
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
大
阪
市
の
運
営
で
は
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
教

育
と
青
年
の
会
館
と
し
て
、
教
員
会

館
の
運
営
す
る
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法

円
坂
が
開
業
し
た
の
で
す
。

平
成
25
年
4
月
1
日
、
法
人
改
革
に
伴
い
、

本
年
4
月
1
日
、
新
し
い
非
営
利
法
人
・
一
般

財
団
法
人
大
阪
市
教
員
会
館
と
し
て
新
た
な
歩

み
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

法
人
の
継
続
公
益
事
業
と
し
て
大
阪
市
民
教
育

研
究
所
を
設
置
（
平
成
24
年
8
月
27
日
）
し
、

自
主
的
教
育
研
究
と
教
育
研
究
活
動
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
25
年
6
月
1
日
、
教
員
会
館

は
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
今
か
ら
60
年
前
の
昭
和
28
年
、

全
国
に
先
駆
け
こ
の
法
円
坂
の
地
で
、
大
阪
市

教
員
会
館
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
ま
た
多
く
の
人
々

の
支
援
を
受
け
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
自
主
的
な
教
職
員
団
体

や
福
利
厚
生
事
業
団
体
の
役
割
は
重
要
で
す
。

営
々
と
し
て
先
輩
た
ち
が
築
い
て
き
た
こ
れ

ら
の
事
業
は
、
私
達
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
子

ど
も
た
ち
、
青
少
年
、
市
民
の
た
め
に
も
役
立

っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
教

職
員
の
会
館
、

教
育
と
青
年
の

会
館
を
大
い
に

利
用
・
参
加

し
、
ご
活
用
い

た
だ
き
、
さ
ら

に
大
き
く
育
て

て
い
た
だ
き
た

い
と
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。

登
場
し
ま
す
。

そ
の
後
、
経
営
安
定
の
た
め
、
平
成
14
年
4

月
か
ら
委
託
体
制
に
よ
る
結
婚
式
運
営
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
相
次
ぐ
委
託
先
の
破
綻

に
よ
り
大
変
困
難
な
時
期
を
過
ご
し
ま
す
が
、

平
成
19
年
10
月
よ
り
現
在
の
委
託
体
制
と
な

り
、
厳
し
い
状
況
な
が
ら
安
定
し
た
運
営
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
大
き
な
困
難
が
待
ち
受
け
て
い
ま
し

た
。
平
成
16
年
い
わ
ゆ
る
「
大
阪
市
職
員
厚
遇

問
題
」
に
端
を
発
し
、
平
成
20
年
大
阪
地
裁
全

面
勝
利
、
平
成
21
年
大
阪
高
裁
勝
利
的
和
解
と

の
結
果
を
迎
え
ま
す
が
、
住
民
監
査
請
求
に
基

づ
く
裁
判
が
闘
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
会

館
の
運
営
と
し
て
も
、
ま
た
外
部
要
因
と
し
て

も
き
わ
め
て
困
難
な
時
期
で
し
た
。
教
員
会
館

を
取
り
巻
く
団
体
に
も
、
大
き
な
転
機
が
訪
れ

ま
す
。
平
成
17
年
度
に
は
、
昭
和
26
年
に
つ
く

ら
れ
た
共
同
研
究
中
央
運
営
委
員
会
や
昭
和
42

年
に
つ
く
ら
れ
た
大
阪
市
教
職
員
厚
生
会
等
の

存
続
が
不

可
能
に
な

る
な
ど
、

教
職
員
福

利
厚
生
の

枠
組
み
が

大
き
く
変

化
し
ま
し

た
。
さ
ら

に
、
法
律

に
基
づ
い

て
設
け
ら

れ
て
い
る
年
金
や
医
療
（
共
済
組
合
）、
条
例

に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
府
・
市
の
互
助
組

合
・
互
助
会
に
も
見
直
し
の
波
が
急
速
に
押
し

寄
せ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
教
員
会
館

設
立
の
「
自
主
独
立
、
自
力
更
生
」
の
精
神
を

試
す
、
さ
ら
に
大
き
な
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
平

▲4Fピッコリーノ
（イタリアの邸宅にあるリ
ビングルームのようにく
つろげる雰囲気に。）

◀4F専用ロビー
（上品なイスやローテーブ
ルもレイアウトされ高級
感たっぷりに。）

アネックスパル法円坂がオープン
（アネックスパル法円坂のオープニングパー
ティで平松市長が祝辞を述べられました。）

教育復興を支援
（2011年3月11日東日本大震災。教員会館
は直ちに教育復興支援を行いました。）

アネックスパル法円坂スパーツィオ

▶
現
在
の
パ
ル
法
円
坂
外
観

▲
４
Ｆ
コ
モ

（
イ
タ
リ
ア
の
コ
モ
湖
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
作
ら
れ
た
宴
会
場
「
コ
モ
」
）

昭和 51 年から法円坂界隈に出入りすることになりましたから、私に
とって旧教員会館とは事業を廃止する昭和 55 年までの間、5年ほどの
付き合いでした。新会館の落成時は東京におり、まさか自身が新しい教
員会館の運営に直接かかわろうとは、つゆと思っていませんでしたが、
今回大阪市教員会館の 60 年をまとめるにあたり、昭和 28 年の財団設立
の全市も含め戦後の教職員の歩んできた道のりをまとめる作業が教員会
館の歴史を振り返ることと、改めて認識したところです。

50 周年当時は、歴史を振り返
る余裕とてない大変厳しい状況下
にあり、それまでの年表などを
リライトしたものでお茶を濁し
てきたのですが、今回小冊子なが
ら財団の歴史を取りまとめてみま
した。不十分ではありますが、過
去の記述の一部の誤りを正すこと
や、新しい資料も取り入れること
ができました。理事長から「大阪

府小学校長会五十年のあゆみ」や「未来を拓く、五十年の足跡 ( 大阪市
立小学校長会 )」には、昭和 28 年 5 月 11 日に大阪市教員会館開館式が
行われたとの記述があると指摘され、財団に残されている資料を探して
みたのですが、見当たりませんでした。しかしながら、4月 30 日に府
教委に財団設立を申請し、6月 1日には財団設立認可を受け、事業を開
始していることを見ると、そのあたりに式典をやっていても不思議はあ
りません。ひょっとして、設立時の役員による記念撮影と一緒に残され
ていた野外での宴席の模様はその時のものかもしれません。
私にとって、古い資料からいろいろと推測することは、実に楽しい作

業でした。近い将来、これらの資料が散逸しないように、もう少し本格
的な「周年史」にまとめたいと思います。そして、この 60 年の歴史の
上に、是非後世の教職員の手によって、70 年、80 年と新しい教員会館
の年輪が刻まれることを願わずにいられません。
資料提供や、ご助言いただいた皆様に感謝申し上

げ、編集後記とします。

重い6 0年の歴史

一般財団法人大阪市教員会館
専務理事　平沢　保人
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歴代会館役員一覧

年

　度

理
事
長

副
理
事
長

事
務
局
長

昭
和
28
年
度

葊　
　

章
雄

内
山
裕
三
郎

瀬
尾　

武
敏

昭
和
29
年
度

葊　
　

章
雄

内
山
裕
三
郎

瀬
尾　

武
敏

昭
和
30
年
度
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章
雄

内
山
裕
三
郎

瀬
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31
年
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郎

瀬
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32
年
度
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友
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年
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友
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友
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年
度

葊　
　

章
雄

友
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年
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友
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年
度
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友
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年
度
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瀬
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年
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瀬
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古
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長
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度

来
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代
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62
年
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夫
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和

植
松　
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之

橋
本
喜
代
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昭
和
63
年
度

竹
島　

康
夫

上
鶴　

正
明

植
松　

博
之

橋
本
喜
代
治

平
成
元
年
度

竹
島　

康
夫

上
鶴　

正
明

植
松　

博
之

橋
本
喜
代
治

平
成
2
年
度

入
江　

信
男

上
鶴　

正
明

植
松　

博
之

中
西　

米
一

平
成
3
年
度

岡
本　

修
一

福
田　
　

勝

植
松　

博
之

中
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米
一

平
成
4
年
度

岡
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石
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博
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米
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5
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一
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昭

中
西　

米
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度

西
中　
　

隆

長
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春
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昭

茶
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靖

平
成
7
年
度

西
中　
　

隆

田
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照
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谷
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昭

茶
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靖

平
成
8
年
度

里
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喜
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岡
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勤
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三
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9
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度
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度
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修
三

平
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人
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度
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又
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三

平
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成
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度

田
中　

孝
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三

平
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13
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度
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榮
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榮
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度
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孝

平
沢　

保
人

平
成
20
年
度

小
林　

正
一

尼
丁　

正
寄

川
島　

一
郎

平
沢　

保
人

平
成
21
年
度

俵
谷　

好
一

八
田　
　

実

川
島　

一
郎

平
沢　

保
人

平
成
22
年
度

田
中　

孝
治
　
　

―　
　

川
島　

一
郎

平
沢　

保
人

平
成
23
年
度

田
中　

孝
治
　
　

―　
　

川
島　

一
郎

平
沢　

保
人

平
成
24
年
度

田
中　

孝
治
　
　

―　
　

川
島　

一
郎

平
沢　

保
人

茶
谷　
　

靖

常
務
理
事
／
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